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序章 拒否されるボランティア1への疑問 
 
第 1節 ボランティアをめぐる問題 






















2 総務省統計局「平成 13年社会生活基本調査 結果の概要」 
  http://www.stat.go.jp/data/shakai/2001/kodo/pdf/vol.pdf（2015年 11月 26日閲覧） 
総務省統計局「平成 18年社会生活基本調査 結果の概要」 
  http://www.stat.go.jp/data/shakai/2006/pdf/gaiyou.pdf（2015年 11月 26日閲覧） 
総務省統計局「平成 23年社会生活基本調査 結果の概要」 








文部科学省「第 3章 道徳」 




文部科学省「第 5章 総合的な学習の時間」 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/sougou.htm（2016年 5月 9日
閲覧） 





















































































































第 4節 論文の構成 
 第 1 章では、調査地である陸前高田市が東日本大震災によってどのような被害を受けた
                                                   








 第 2 章では、大震災発生後から、陸前高田市での NICE の活動が軌道に乗るまでの間の
経緯を、ボランティアと受け入れる側の関係に着目し、インタビュー結果をもとにひもと





 第 3 章では、陸前高田市での NICE の活動がすでに安定期に入っていた 2015 年 6 月か
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第 1章 東日本大震災後の陸前高田市 
 




表 1 東日本大震災の被害状況 （総務省消防庁HP8より筆者作成） 
 
 






の報告書によると、3 県で合計 926,200 人、岩手県だけでも 328,700 人がボランティアと
して現地に赴いている。また、同期間の陸前高田市のボランティア総数は 90,697人である。 
 陸前高田市のボランティア総数は岩手県を訪れたボランティア総数の 4 割弱を占めてい
る。これだけ多くの人がボランティアとして陸前高田市を訪れているが、実際に活動する
                                                   
8 総務省消防庁「東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）被害報【最新】」 







http://www.shakyo.or.jp/about/index.htm（2016年 12月 24日閲覧） 
11 全国社会福祉協議会「東日本大震災 災害ボランティアセンター報告」 




http://www.shakyo.or.jp/saigai/katudou.html（2016年 12月 24日閲覧） 
  陸前高田市 被害総数 
 
人的被害 
死者 1,602人 19,475人 
行方不明者 204人 2,587人 
負傷者 不明 6,221人 
 
住家被害 
全壊 3806棟 121,744棟 
半壊 240棟 279,107棟 
一部破損 3984棟 744,238棟 
                7 
にはいくつもの困難があった。岩手県が 2013年に発行した『岩手県東日本大震災津波の記
録』には次のように述べられている。 
 ボランティアが被災地、特に陸前高田市を含む太平洋沿岸地域で活動するには 2 つの問
題があった。第 1 に、地理的な特性である。岩手県の沿岸地域は通常でも内陸から車で 2
時間以上かかる地域があり、場所によっては道路が一本しか通っていない地域もある。そ
の道路が地震や津波によって寸断され、被災地に入ることのできない状況であった。 




















8 月には夏休みなどの休暇を利用して岩手県内では月毎の合計で最多となる 48,231 人がボ
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第 2節 災害時のボランティア活動の特徴 
 被災地でのボランティア活動は平時に行われるボランティア活動とは違い、次の 4 つの
特殊性がある（前林 2012）。 











































第 3節 調査の手順 




















































図 1 紹介されたインタビュー対象の関係図 





アの受け入れ窓口を担っており、その縁で HF 氏と NICE は関係があった。その HF 氏か
らは友人で当時は陸前高田市災害ボランティアセンターのスタッフだった IM 氏を紹介さ
れた。IM 氏は陸前高田市災害ボランティアセンターで NICE の対応を行った人物である。
IM 氏に次のインタビュー相手として紹介されたのは IM 氏の母親である IY氏である。IM
氏は新たに NPOを立ち上げるためにNICEと直接関わる時間が減ってしまったので、母親
である IY氏にこれまで NICEと IM氏で行われてきた交流の維持を依頼した。IY氏からは
友人の KT 氏と KS 氏を紹介された。IY 氏が知り合いの手伝いに行くことが多くなったた
め、これまでの NICE とのかかわりを維持するために 2 人に引き継いだ。その KT 氏から
は IY 氏と同じく、KS 氏を紹介された。KS 氏は NICE が松月寺を活動拠点として借りる
手助けをした人物であり、NICEが地域からどのように見られているかを知る上で重要な人
物であった。KS氏からはすでにインタビューを行った IM 氏や KT 氏を紹介されたため、
KS氏へのインタビューで飽和状態に達したと考えた。 
 これ以外に、筆者が直接インタビューをお願いしたのは KR氏と IH氏である。KR氏は
NICEが児童館に対する支援を始める際に訪問した児童館のスタッフである。UE氏のイン
タビューから、震災の約 1 年半後に NICE は児童館支援を行うことになったと聞かされ、




ューを依頼した。UE 氏以外とはそれぞれ 1回、約 1時間を目安にインタビューを行った。 
 東日本大震災から2015年初めまでのNICEと現地との関係についてはこのインタビュー






行った。具体的には 2015年 6月 16日から 8月 27日の 2か月間余りと、2016年 7月 1日
から 7月 29日の約 1か月間、合計約 3か月間である。その間、NICEボランティアとして
陸前高田市で活動したのは筆者を除くと 2015 年はチェコ人 2 名、日本人 2 名、2016 年は
チェコ人 1名、スロバキア人 1名である15。加えて、NICEの職員 1名がボランティアとと
もに活動をしつつ、日々のボランティアのマネージメント、車の運転、食費・備品購入の
                                                   
15 NICEのボランティアプログラムは長期参加者と短期参加者がおり、長期参加者は 1か
月以上、短期参加者は 10日ほどの参加である。本文中の参加者は長期参加者であり、短期
参加者はそれぞれ、2015年はタイ人 1名、日本人 1名、2016年は日本人 3名、韓国人 1
名となっている。 
















第 2章では主にインタビューをもとに震災発生時から 2015年 6月頃までを、第 3章では主
に 2015 年と 16 年の参与観察中に記録した内容をもとにボランティアと受け入れる側がど
のような関係を構築し、その関係はどのように変化してきたのかを論じる。 
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第 2章 震災直後からのボランティアと受け入れる側の関係 
 

















3 月 25 日に陸前高田市に向かった19。UE 氏は A 氏を足掛かりに陸前高田市で活動しよう







                                                   






















活動していくことなどを丁寧に伝え、相手から理解を得た上で、4 月 11 日から陸前高田市
でボランティア活動を始めた。 
 ボランティアの研修20を行う時間的余裕がなかったことから、派遣されたメンバーはこれ
までに NICE のボランティアに参加したことのある女性 3 人、男性 1 人と上田氏の 5 人で
あった。5 人は宿泊場所として A 氏が用意してくれた地震により半壊状態の家を拠点とし
てボランティア活動を始めた。  
 
第 2節 ボランティアと関係を維持できる人とできない人 
 NICEは 4月 11日からの約 1か月半の間に 2回拠点を変えている。拠点の移り変わりは
NICEが直面した最初の問題であると同時に、NICEがどのような考えで地域の人々と関係
を持ったのかが見えてくる。 



















http://www.nice1.gr.jp/topics_detail9/id=4844（2016年 12月 24日閲覧） 
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 また、NICE が B 氏の家で民泊をしているという状況はボランティア活動を行う上では
問題があったと UE氏は語る。 




















                                                   
22 UE、2015年 11月 30日、NICE全国事務局にて。 






年 5月 12日 

































                                                                                                                                                     
http://blog.goo.ne.jp/nice_rikuzen/e/5c7db0748e4562e33ca4c651c63165e0（2016年 10月
5日閲覧） 
25 IM、2016年 6月 9日、一般社団法人マルゴト陸前高田事務所にて。 




27 KS、2016年 7月 25日、KS宅にて。 
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28 KT、2016年 6月 15日、KT宅にて。 

































 そして、IM氏は KS氏に NICEに松月寺を貸してくれないかと紹介した。その時のこと
を KS氏は次のように語る。 
 











氏）へのボランティア活動をしていた。D 氏への活動は NICE が松月寺を借りてからも続
いたが、NICEが松月寺を借り地域に根を下ろし始めると次第に受け入れる側内部の関係性
                                                   
31 IM、2016年 6月 9日、一般社団法人マルゴト陸前高田事務所にて。 
32 KS、2016年 7月 25日、KS宅にて。 
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   よく言ってたのは、10 人いて、作業に来ましたと、家の人と作業しましたと。で、












                                                   
35 UE、2015年 11月 31日、NICE全国事務局にて。 
36 IM、2016年 6月 9日、一般社団法人マルゴト陸前高田事務所にて。 































第 4節 外国人ボランティアの派遣の始まり 
 東日本大震災に対して、世界中から多数の支援が寄せられた。外務省38によると、2012
年 12 月 28 日の時点で日本は民間団体、個人を除く 128 の国や地域、機関から支援物資や
                                                   





http://www.mofa.go.jp/mofaj/saigai/pdfs/bussisien.pdf（2016年 12月 1日閲覧） 
                21 
寄付金を受け取った。また、一般社団法人国際開発センター39が行った 2011 年 3 月 11 日



















                                                   
39 1971年に設立された日本初の開発、国際協力分野専門の政策提言などを行っている組織。 
一般社団法人国際開発センター「IDCJの概要/組織図」 
http://www.idcj.or.jp/about/index.html（2016年 12月 1日閲覧） 
40 一般社団法人国際開発センター「東日本大震災への海外から支援実績のレビュー調査」 
http://www.idcj.or.jp/pdf/idcjr201201.pdf（2016年 12月 1日閲覧） 
41 人的支援は捜索・救助、医療、被災者支援、支援調整、人的交流、原発事故対応の 6つ
のカテゴリーにわけている。 
42 JANIC「日本の国際協力 NGOの被災地支援」 










http://www.jpf.go.jp/cgp/about/index.html（2016年 10月 20日閲覧） 
45 プロジェクトの正式名称は、被災地復興ネットワーキング・特別国際ワークキャンプと
いい、期間は 2011年 8月 1日から 2012年 3月 31日までである。 
国際交流基金日米センター「日米センター事業報告」 
http://www.jpf.go.jp/cgp/info/report/report_05.html（2016年 10月 20日閲覧） 
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48 KR、2016年 6月 8日、児童館にて。 
49 地元の商店が集まり、出し物や模擬店、踊りなどを行う夏祭りイベントである。筆者ら
はそのお祭りのスタッフとして会場内の見回りを行った。 
50 UE、2016年 3月 15日、NICE全国事務局にて。 
                24 



































   最初私は、言われた、近所の人たちに。わけのわかんねえ人泊めてどうしたらね、わ
けのわからない人をご飯食わせてたり、飲ませてたりって、言われはしました。で
も、うちではお父さんも、私も、全然そんな、何気にすることはないって。だって
                                                   
51 IY、2016年、6月 9日、IY氏宅にて。 


















   














守り、未来に繋げていくことを目的とした有志による集まり54である。NICE は 2012 年 8
月 4 日から気仙茶を守る会でボランティア活動をしており、その様子が気仙茶を守る会の
ブログで紹介されている55。 
                                                   
52 IY、2016年、6月 9日、IY氏宅にて。 
53 KT、2016年 6月 15日、KT氏宅にて。 
54 北限の茶を守る気仙茶の会「北限の茶を守る気仙茶の会とは」 
http://kesencha.exblog.jp/i2/（2016年 11月 10日閲覧） 
55 北限の茶を守る気仙茶の会「活動報告（茶園管理）」 
                26 
 筆者は参与観察を行っていた 2015 年 6 月 29 日にこの気仙茶を守る会の試飲会に参加し
た。KT氏が会の人たちに新しく参加した NICEのボランティアを紹介し、コーディネータ









 2012年、2013 年は NICE との関係は IY 氏と KT 氏が軸になっていた。それが 2014年
になると、IY 氏が別の仕事の事情から NICE の活動に振り向ける時間がなくなったため、
全面的に KT 氏が NICE と現地の繋ぎ役を引き受けた。以後、陸前高田市を訪れる NICE
のボランティアは KT氏との交流が活発になり、筆者がボランティアとして陸前高田市を訪
れた際も最初に知り合ったのは彼だった。 



















から明らかにするため、筆者は 2015年 6月～8月、2016年の 7月の 2回にわけて合計約 3
か月間参与観察を行った。次章では、参与観察の結果を中心に、活動開始から 4 年以上を
経た、ボランティアと受け入れ側との関係をみていく。 
                                                                                                                                                     
http://kesencha.exblog.jp/i5/2/（2016年 11月 10日閲覧） 
                27 
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第 3章 安定した状態のボランティアと受け入れる側の関係 
 
第 1節 過去の蓄積の上にある関係 










 2015年 7月 15日、この日、NICEのボランティアは KT氏宅で KT氏の妻の誕生日パー
ティを行った。その時、過去に NICE のボランティアだった人たちからの手紙を見せてく
れた。KT氏の妻はその手紙の送り主がどんな人なのかを話してくれた。その話がきっかけ





 個人的なかかわりは KT 氏とだけではない。大船渡市の児童館でも以前 NICE のボラン
ティアとして参加した外国人が個人的に訪れている。 
 
















58 KR、2016年 6月 8日、児童館にて。 
                29 
でなく、直接陸前高田市を訪れて会いに来る元ボランティアもいる。なかには海外から複
数回にわたって訪問した人もいた。 













表 2 ボランティア活動中のモノや食事のやりとり 
 誰から 誰に 何を いつ どこで 
7月 2日 H氏59の母 ボラ全員 お茶、お菓子 休憩中 H氏宅 


























7月 4日 P N 子どもたち ケーキ 本 活動中 児童館 

























7月 9日 KT夫妻 ボラ全員 お茶  お菓
子  日本酒 
ジュース 
夕食後 KT氏宅 
7月 10日 H氏 ボラ全員 魚 カニ 帰り際 作業場 
7月 15日 IH氏 ボラ全員 観光案内 休日 陸前高田市 
大船渡市 
7月 15日 ボラ全員 KT夫妻  食事に招待 夕食中 松月寺 
                                                   
59 カキの養殖を行っている漁師。 







P N J61 




























7月 16日 H氏 ボラ全員 カキフライ 昼食中 休憩所 
7月 18日 子どもたち ボラ全員 お茶 活動中 児童館 
7月 19日 KT夫妻 ボラ全員 食事に招待 夕食中 KT氏宅 
 
 





















                                                   





62 NICE-ナイス-東日本大震災復興特別ワークキャンプ「明日から 10月」、2011年 9月 30
日 
                31 
 




























 2015 年、筆者は KT 氏が理事を務める農協管轄の農園でボランティア活動をした。その
農園で IH 氏は働いていた。IH 氏はほとんど英語が話せないにもかかわらず、外国人ボラ
ンティアに対しても積極的に声をかけ、時には 1 対 1 で話している姿も見られた。そんな
IH氏と筆者や外国人のボランティアはすぐに親しくなった。 
 2015 年 7 月 8 日、その日はボランティア活動が休みだった。IH 氏は、一緒に出かけよ
                                                                                                                                                     
http://blog.goo.ne.jp/nice_rikuzen/e/479126e0efb9aff5cbcd71e916f2d428（2016年 12月
26日閲覧） 
63  NICE‐ナイス‐東日本大震災復興特別ワークキャンプ「10/19 何か返せるように」、
2011年 10月 19日 
http://blog.goo.ne.jp/nice_rikuzen/e/d0ae0dedb515d5d55285fc4718ced929（2016年 12月
26日閲覧） 







































http://www.geocities.jp/pmckw406/（2016年 11月 11日閲覧） 
65 KT、2016年 6月 15日、KT氏宅にて。 
66 IH、2016年 6月 15日、松月寺にて。 
                33 
まれないようにするためだった。  
 


























第 4節 ボランティア活動と労働の違い 









                                                   
67 KT、2016年 6月 15日、KT氏宅にて。 
















したりすることもあった。H 氏にとっては二度手間である。それも 1 度や 2 度ではなかっ




















































 本章では、第 2 章のインタビューで明らかになった NICE のボランティアと受け入れる
側が実際にはどのような関係であるのか、何らかの問題が起きているのかを、NICEのボラ
ンティアとして 2015 年、2016 年のボランティア活動に参加しながら記録した内容をもと
に明らかにした。次章では、第 2章、第 3章の調査内容をふまえ本研究の結論を述べる。 
 







                   36 
第 4章 ボランティアと受け入れる側の関係の構築と変化の考察 
 
第 2 章、第 3 章ではそれぞれインタビューと参与観察をもとに、NICE のボランティア
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る。 














































































（2016年 10月 5日閲覧） 
NICE‐ナイス‐東日本大震災復興特別ワークキャンプ「明日から 10月」、2011年 9月
30日、http://blog.goo.ne.jp/nice_rikuzen/e/479126e0efb9aff5cbcd71e916f2d428（2016
年 12月 26日閲覧） 











総務省統計局「平成 13年社会生活基本調査 結果の概要」 
  http://www.stat.go.jp/data/shakai/2001/kodo/pdf/vol.pdf（2015年 11月 26日閲覧） 
総務省統計局「平成 18年社会生活基本調査 結果の概要」 
  http://www.stat.go.jp/data/shakai/2006/pdf/gaiyou.pdf（2015年 11月 26日閲覧） 
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